
資料１

Ｗｌｎｄｏｗｓ９５画面読み上げソフトウェ ア

　読み上げ基本プログラムの要件仕様

１　Ｗｉｎｄｏｗｓ固有のキー操作に応じて行う読み上げ

ユー１

キ

機

飢

備

プルダウンメニューとコマンドの読み上げ

一： Ａ１ｔキー

能：コマンド選択モードに移る 。

み： 「メニュー」と発声し、デフォルトのメニュー名を読み上げる 。

考１ 現行の読み１二げソフトウエア（ｔｒｅａｄｅｒ．ｅＸｅ）で行っているアプリケーション名の読み上げ

　　は行わない 。

キ

機

読

備

一＝ 上下方向キー

能＝ 次の項日を選択する 。

み： 新しく反転表示された項目を読み上げる 。

考：ショートカ ットキーのアルファベットも読み上げる 。

　　サブメニューがある場合は コマンドの最後に「右向き三角」と発声する 。

　　淡色表示のコマンドは通常よりも低い声で読み上げる 。

　　 メニューの一番上または一番下の項目が反転表示されたときは項目を読み上げた後で短い音

　　を鳴らす 。

キ

機

畝〔

　　右方向キー

能＝サブメニューを開く。

み： （「サブメニュー」と発声したのち、）サブメニューの中で反転表示された項目を読み上げる 。

キ

機

孤

一＝ 左方向キー

能：サブメニューを閉じる 。

み１ （「サブメニュークローズ」と発声したのち、）親メニューの中で反転表示している項目を読

　　み上げる 。

キ

機

一＝ Ａ１ｔキー

能＝コマンド選択モードから抜ける 。

３１一



読

キ

機

…＝』

肌

み： 「（メ三ユー）クローズ」と発声する 。

一： Ｅｓｃキー

能：メニューを閉じる 。

み： 選択されているメニュー名を読み上げ乱

キ

機

読

一：Ｅｓｃキー

能：コマンド選択モードから抜ける 。

み： 「（メニュー）クローズ」と発声する
。

　　コマンド選択モードから抜ける 。

１－２

キ

機

読

スタートメニューの読み上げ

一：
Ｃｔｒ１＋Ｅｓｃ

能：スタートメニューモードに移る 。

み： 「スタートメニュー」と発声する 。

キ

機

読

備

一： 上下方向キー

能： 次の項目を選択する 。

み： 新しく反転表示された項目を読み上げる 。

考１シ ョートカ ットキーのアルファベットも読み上げる 。

　　サブメニューがある場合は コマンドの最後に「右向き三角」と発声する 。

　　メニューの一番上または一番下の項目が反転表示されたときは項目を読み上げた後で短い音

　　を鳴らす 。

キ

機

…士

況

一： 右方向キー

能＝サブメニューを開く。

み： （「サブメニュー」と発声したのち、）サブメニューの中で反転表示されている項目を読み上

　　げる 。

キ

機

読

一： 左方向キーまたはＥｓｃキー

能：サブメニューを閉じる 。

み： （サブメニュークローズ」と発声したのち、）親メニューの中で反転表示している項目を読

　　み上げる 。

キー：Ｅｎｔｅｒキー
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機

…■』

肌

備

能：プロ グラムを起動する 。

み： 「｛ウィンドウのタイトル｝オープン」と発声する 。

考： 「１－３　ウィンドウの変化を伝える読み上げ」の項を参照 。

キ

機

肌

一・
Ｅｓｃキー

能：コマンド選択モードから抜ける 。

み： 「（スタートメニュー）クローズ」と発声する 。

　　 コマンド選択モードから抜ける 。

１－ ３　ウィンドウの変化を伝える読み上げ

ウィンドウのオープンとクローズの読み上げ

ウィンドウが開いたときには、「｛ウィンドウのタイトル｝オープン」と発声する 。

ウィンドウが閉じたときには、「｛ウィンドウのタイトル｝クローズ」と発声する 。

ウィンドウのアクティブ化の読み上げ

ウィンドウがアクティブにな ったときには、「｛ウィンドウのタイトル｝’アクティブ」と発声する 。

ウィンドウのタスクボタン化の読み上げ

ウィンドウがタスクボタンにな ったときには、「｛ウィンドウのタイトル｝タスクボタン」と発声する 。

ウィンドウの移動とサイズ変更の読み上げ

ウィンドウが移動したりサイズ変更したときには、「｛ウィンドウのタイトル｝移動」あるいは「｛ウィ

ンドウのタイトル｝サイズ変更」と発声する 。

１－ ４　タスクの切り替えの読み上げ

タスクの切り替えプ ログラム（Ｔａｓｋｍａｎ．ｅｘｅ）の読み上げ

タスク切り替えプ ログラム（Ｔａｓｋｍａｎ，ｅｘｅ）の中のリストで・選択されている項目を読み上げ乱

タスクバーの中で選択されているタスクポタンを読み上げ乱

！－５

キ

機

読

タスク切り替え操作（Ａ１ｔ＋Ｔａｂ）に応じた読み上げ

一：
Ａ１ｔ＋Ｔａｂ

能： 切り替え候補タスクを表示する 。

み： 初めてこのキーを押したときは「タスク切り替え」と発声する 。Ａ１ｔを押したままＴ
ａｂを押

　　したときは選択されているタスク名を読み上げる 。
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１－ ６

キ

機

読

タスク切り替え操作（Ａ！ｔ＋Ｅｓｃ）に応じた読み上げ

一：Ａ１ｔ＋Ｅｓｃ

能：アクティブなタスクを切り替える 。

み１ 新たにアクティブにな ったタスクのタスク名を読み上げる 。

ユー７

キ

機

航

フォルダーの内容の読み上げ

一： 方向キー

能： 次の項目を選択する 。

み： 選択されている項目がファイルの場合、その項目を読み上げる。選択されている項口がフォ

　　ルダの場合には「｛項□｝フォルダ」と発声する 。

ユー ８　ＭＳ－ＤＯＳプ ロンプトの読み ．トげ

エディタ読み上げ機能要件仕様に準拠

１－ ９　ダイアロ グボ ックスの読み上げ

ダイアロ グボ ックスのオープンとクローズの読み上げ

コマンドの選択などにより 、ダイアロ グボ ックスが開いたときは「｛ダイアロ グボ ックスのタイトル｝

オープン」と発声する。ダイアロ グボ ックスがタブをもっ ていた場合は最初に選択されているタブ（点

線で囲まれている）を読みｉｌげる 。

Ｅｓｃを使 ってダイアロ グボ ックスを閉じたときには、「｛ダイアロ グボ ックスのタイトル｝クローズ」と

発声する 。

ダイアロ グボ ックスのタブ間移動時の読みトげ

キ　　 ー１ （Ｓｈｉｆｔ＋）Ｃｔｒｌ＋Ｔａｂ（タブに注目がないときでも可）

キ　　ー＝ 左右方向キー（タブに注目があるとき）

機能 ＝次のタブ、または直前のタプヘ移る 。

読　　み ：キーで移動するたびに、「タブ」と発声した後に移動先のタブを読み上げる 。

ダイアロ グボ ックスのコントロール問移動時の読み上げ

キー： （Ｓｈｉｆｔ＋）Ｔａｂ

機能 ＝次のコントロール、または直前のコントロールヘ移る 。

読み １移動先のコントロールによ って読み上げが異な孔
　　　　　○リストボ ックス、コンボボ ックス 、エ ディットの場合 ＝川 コントロールの直前のＳｔａｔｉＣク

　　　　　ラスのテキストと 、（２）コントロールの種類（リスト、 ボタンなど）と 、（３）コントロールの内
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容（リストならデフォルトで選ばれている項目、エ ディットならその内容）を読み上げ乱

○プ ツシュ ボタンの場合 ：１！〕ボタンに書かれているテキストと
、（２）「プ ッシュ ボタン」を読

み上げる 。

○ラジオボタンの場合 ：（１〕グループのｓｔａｔｉｃクラスのテキストと 、１２）「ラジオボ ックス」と 、

（３）デフォルトで選ばれている項目を読み上げ乱

○チ ェックボ ックスの場合 ：１１）チ ェックボ ックスに付帯したテキストと
、（２〕「チ ェックボ ッ

クス」と 、（３）チ ェッ クの有無を読み上げる。チ ェックボ ックスがチ
ェックされているときは

「チ ェック」、されていないときは「チ ェッ クなし」と読み上げる 。

リストボ ックス ・コンボポ ックスの読み上げ

キ　　ー： 方向キー

機能 ：別の候補へ注目が移る
。（画面上では反転表示項目が変わる）

読　　み ：新しく反転表示された項目を読み上げる 。

備　　考 ：メニューの一番上（または一番下）の項目が反転表示されているときに上または左（下また

　　　　　は右）の方向キーが押された場合は同じ項目を読み上げる 。

エディットボ ックスの読み上げ

エディットボ ックスの内容の読み上げは、エ ディタ読み上げ機能要件仕様に準拠する 。

ラジオボタンの読み上げ

キ　　ー： 方向キー

機能 ：別の候補へ注目が移る
。（画面上では鎖線で囲まれたテキストが変わる）

読　　み： 新しく鎖線で囲まれたテキストを読み上げる 。

チェックボ ックスの読み上げ

キ　　ー：スペースキー

機能 ：チ ェックの有無を更新する 。
読　　み１チ ェックされたときは「チ ェック」、 チェックが解除されたときは「チ ェックなし」と読み

　　　　　上げる 。

スタティックの’読み上げ（ＥＺＷｉｎ独自の機能）

キ　　ー＝ Ｃｔｒ１キー十方向キー

機能 ：次のスタティックヘ注目を移す 。

読み
：スタティックのテキストをなめらか読みで読み上げる 。
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１－１０　メッセージボ ックスの読み上げ

警告 ・情報 ・問い合わせのメッセージボ ックスが開いたときは、その中に書かれている文字を全て読み

上げる 。

１－１１エクスプローラの読み上げ

リストビューの表示を詳細表示としたときに、ファイル名のほかにサイズ、ファ イルの種類、更新日時

までを読む 。

キー：Ｔａｂキー

機能 ：リストビューの間を移動する 。
読み： 新しく反転表示された項目を読み上げる 。

キ　　 ー： 上下左右方向キー

機能 ＝次の項目を選択する 。

読み ：新しく反転表示された項目を読み上げる 。

２　読み上げ基本プログラム独自の機能

２－１　 ユーザの問い合わせ（キー押下）に対応した読み上げ

○アクティブウィンドウのタイトルの読み上げ

キ　　 ー： Ｃｔｒｉ＋Ａ１ｔ＋Ａ（暫定）

読み ：アクティブなウィンドウのタイトルを読み上げ孔

○開いているタスクの数の読み上げ

キ　　　ー＝ Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋Ｂ

読み ：開いている全てのタスクの数を読み上げる 。

○開いている全タスクのタイトルの読み上げ（Ｔａｓｋｍａｎ ，ｅｘｅを読み上げられれば不要か？）

キー： Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋Ｃ

読み ：開いている全てのタスクのタイトルを読み上げ乱

○直前の読みの読み返し

キ　　　ー： Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋Ｒ

読み ：直前のキー操作で読み上げた内容牽全て読み上げる 。
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○音声出力の停止と再開

キ　　 ー： Ｐａｕｓｅ（ＰＣ－９８シリーズの場合はＳｔｏｐキー）

機　　能 ：読み上げている最中の音声を途中で停止する。同じキーの組み合わせを押すと停止した点か

　　　　　ら読み上げを再開する 。

○読み上げのスキ ップ

機能 ：読み上げている最中に新しくイベントが発生した場合は、現在の読み上げを直ちに中止して
　　　　　次の読み上げを始める 。

○読み上げ速度の変更

キ　　　ー： Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋→／←

機　　能 ：読み上げ速度のア ップ ・ダウン 。

読み ：テキストを読み上げている最中にこのキーが押された場合は、キー押下以後の読み上げ速度
　　　　　に設定変更を反映させる。読み上げを行っていないときにこのキーが押された場合は、「速

　　　　　さｎ」と発声する。上限、下限では読み上げを繰り返す 。

○読み上げ音量の変更

キー： Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋↑／↓

機　能 ：読み上げ音量のア ップ ・ダウン 。

読　　み ＝テキストを読み上げている最中にこのキーが押された場合は、キー押下以後の読み上げ速度

　　　　　に設定変更を反映させる。読み上げを行っていないときにこのキーが押された場合は、「音

　　　　　量ｎ」と発声する。上限、下限では読み上げを繰り返す 。

２－２　押下キーの読み上げ

押下キーを読み上げる 。

「ＥＺＷｉｎ」の設定ダイアロ グボ ックスで（ＯＮ／ＯＦＦ）の選択ができる 。

２－３　クリッ プボードの読み上げ

クリッ プボードに文字列が書き込まれた場合にこれを通常読みモードで読み上げる 。

「ＥＺＷｉｎ」の設定ダイアロ グボ ックスで（ＯＮ／ＯＦＦ）の選択ができる 。

２－ ４　 マウスカーソルの読み上げ

マウスカーソルの下にあるグラフィカルオプジェクトの名前を読み上げる 。

マウスカーソルがウィンドウの境界を越えたら短い音を鳴らす 。
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マウスカーソルがデスクトッ プのはしに到達したら短い音を鳴らす 。

「ＥＺＷｉｎ」の設定ダイアロ グボ ックスの中で（ＯＮ／ＯＦＦ）の選択ができる 。

２－ ５

機

読

キ

読み上げ機能の停止と再開

能１ すべての音声出力（読み上げ）のオン ・オフ（トグル）

み： 「音声オン」「音声オフ」

一：
Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋Ｐａｕｓｅ（Ｓｔｏｐ）

３　読み上げモードの区分

読み上げモードを以下の３っに区分する。読み上げの詳しさの順に並べると「一文字説明読み」「カー

ソル移動読み」「なめらか読み」となる。ＩＭＥで入力時の読み方はＩＭＥ読み上げ機能要件仕様に従う 。

○なめらか読み

操作 ：フォルダ ・メニュー・ スタートメニューの読み上げ時（上記１から２までの読み上げ。ただ
　　　　　し、エ ディットボ ックスの読み上げは除く）、 エディタでの流し読み時（１行読み、１段落

　　　　　読み、全文読み）などの読み上げ方 。

内　　容 ：テキストを日本語の構文解析をしてから読み上げる。デフォルトでは旬読点をはじめとする

　　　　　記号を読まない。ただし、読み上げ対象の設定を変更すれば、指定した記号を読ませること

　　　　　ができる 。

使用辞書 ：一般辞書を使用する 。

○カーソル移動読み

操　　作 ：エ ディットクラス内で、左右の方向キーを使ってカレットを左右に移動したときにカレット

　　　　　の右側の文字を読むときの読み上げ方 。

内　　容 ：全角／半角、全角カタカナ／全角ひらがな、英大文字／小文字の区別を、音声の高／低、男

　　　　　／女の声の別で読み分ける機能をもっ。読み分けを行なわせないよう設定することもできる 。

使用辞書 ＝」般辞書を使用する。音声の質で全角／半角等の区別をする 。

○一文字説明読み（略して「説明読み」）

操　　作 １エディットクラスやエ ディタ ・ワープロがアクティブで、説明読みのキー が押されたとき 。

　　　　　かな漢字変換中に候補文字列を読み上げるとき 。

内　　容 ：文字を言葉だけで説明するための読ませ方。１っの文字には必ず１っの読ませ方が対応する 。

　　　　　 ２？以上の文字で読ませ方が重複してはならない。漢字、ひらがな、英文字、記号など全て
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　　　　　の文字に対して説明読みを用意する。従来、単漢字読みと呼んだもの。「詳細読み」と「音

　　　　　訓読み」はこれに含まれる 。

使用辞書 ：詳細読み辞書または音訓読み辞書を使用する。どちらを選択するかは読み上げ設定のダイア

　　　　　 ログボ ックス内で指定できる 。

４　「ＥＺＷｉｎ」ダイアロ グボ ックス

　「ＥＺＷｉｎ」の設定のダイアロ グボ ックスのショートカ ットを作成し、スタートメニューの最上階層

におく。 ダイアロ グボ ックスの最小化に対してキーボードショートカ ットを作成する 。

タブ１「音声の設定」

○速さ（９段階、１カ）ら９まで 。）

○音量（９段階、１から９まで 。）

○高さ（９段階、１カ）ら９まで
。）

○アクセントの強さ（１０段階、０から９まで
。）

○声質（男声／女声／ ロボ ット声の３種類）

○句読点での間の設定（９段階、１から９まで
。）

　コントロールはエ ディットクラスの右に上向きと下向き三角がっいているものとする。数値を入力し

　てＥｎｔｅｒを押す度に「速さｎ」と読む。あるいは、方向キーで値を変化させる度に同様な読みを行う 。

　キーから数値を人力するときは半角／全角とも使用可能とする 。

タブ２「なめらか読みの設定」

○数字の読み方（桁読み／棒読み）

○編集記号の読み上げ（ＯＮ／ＯＦＦ）

　タブ ・スペース ・段落記号 ・任意指定のハイフン ・任意指定の改行

○旬読点の読み上げ（ＯＮ／ＯＦＦ）

　句点 ・読点 ・コンマ ・ピリオド ・疑問符 ・「 ・（中点）」 ・＝ （コロン） ・；（セミコロン）

○「なめらか読み辞書への登録」のプ ッシュ ポタン

○なめらか読み辞書のメンテナンスユーティリティ

　メモ帳およびワードパッドの編集メニューの中に「なめらか読み辞書への登録」というコマンドを追

　加する。このコマンドを選択すると単語登録のダイアロ グボ ックスが開く。 あるいは、読み上げ設定

　のダイアロ グボ ックスの中の「なめらか読み辞書への登録」のプ ッシュ ボタンを選択して、単語登録

　のダイアロ グボ ックスを開く 。
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タブ３「カーソル読みの設定」

○全角と半角の区別（区別しない／男女で区別／高低で区別）ラジオボタン

○カタカナとひらがなの区別（区別しない／男女の声で区別／声の高低で区別）ラジオボタン

○英文字の大文字と小文字の区別（区別しない／男女の声で区別／高低で区別）ラジオボタン

　「カタカナ／ひらがなの区別」と「英文字の大文字と小文字の区別」は同じ区別の仕方（男女で区別

　または高低で区別）ができるが・「全角／半角の区別」と「カタカナ／ひらがなの区別」または「英

・文字の大文字と小文字の区別」は同じ区別ができない。同じ区別方法が指定された場合は、「全角／

　半角の区別」の区別法を優先する 。

○カーソル移動読み辞書のメンテナンスユーティリティ

　メモ帳およびワードパッドの編集メニューの中に「カーソル移動読み辞書への登録」というコマンド

　を追加する。このコマンドを選択すると単語登録のダイアロ グボ ックスが開く 。あるいは、読み上げ

　設定のダイアロ グボ ックスの中の「カーソル移動読み辞書への登録」のプ ッシュ ボタンを選択して 、

　単語登録のダイアロ グボ ックスを開く。

タブ４「説明読みの設定」

○辞書の選択（詳細読み辞書／音訓読み辞書）

Ｏ「説明読み辞書への登録」のプ ッシュ ボタン

○音訓読み辞書のメンテナンスユーティリティ

　メモ帳およびワードパッドの編集メニューの中に「音訓読み辞書への登録」というコマンドを追加す

　乱このコマンドを選択すると単語登録のダイアロ グボ ックスが開く。 あるいは、読み上げ設定のダ

　イアロ グボ ックスの中の「音訓読み辞書への登録」のプ ッシュ ボタンを選択して、単語登録のダイア

　ロ グボ ックスを開く
。

○詳細読み辞書のメンテナンスユーティリティ

　メモ帳およびワードパッドの編集メニューの中に「詳細読み辞書への登録」というコマンドを追加す

　乱このコマンドを選択すると単語登録のダイアロ グボ ックスが開く 。あるいは、読み上げ設定のダ

　イアロ グボ ックスの中の「詳細読み辞書への登録」のプ ッシュ ボタンを選択して、単語登録のダイア

　ロ グボ ックスを開く。

タブ５「全般」

ｌａ）読み上げ対象の決定（以下の情報を音声合成ドライバヘ送るか送らないかを決める）

○キーエコーのＯＮ／ＯＦＦ（デフォルトはＯＦＦ）

　傭考 ＝ＩＭＥ起動時はＩＭＥが読み上げを担当する 。

○クリッ プボード読み上げのＯＮ／ＯＦＦ（デフォルトはＯＦＦ）

○マウスカーソルの読み上げのＯＮ／ＯＦＦ（デフォルトはＯＮ）
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資料２

Ｗｍｄｏｗｓ９５画面読み上げソフトウェ ア

　　音声合成ライブラリ要件仕様

１　基本機能

　基本機能のキー受け付けは全て読み上げ基本プ ログラム側で行う。基本プログラムはキーを受け付け

たら命令関数を音声ドライバに送る 。

○音声出力の停止と再開

キ　　 ー＝ Ｐａｕｓｅ（ＰＣ－９８シリーズの場合はＳｔｏｐキー）

機能 ＝読み上げている最中の音声を途中で停止する。同じキーの組み合わせを押すと停止した点か
　　　　　ら読み上げを再開する 。

○読み上げのスキ ップ

機能 ：読み上げている最中に新しくイベントが発生した場合は、現在の読み上げを直ちに中止して
　　　　　次の読み上げを始める 。

○読み上げ速度の変更

キ　　　ー１ Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋→／←

機能 ：読み上げ速度のア ップ ・ダウン 。
読　　み ＝テキストを読み上げている最中にこのキー が押された場合は、キー押下以後の読み上げ速度

　　　　　に設定変更を反映させる。読み上げを行っていないときにこのキーが押された場合は、「速

　　　　　さｎ」と発声する。上限、下限では読み上げを繰り返す 。

○読み上げ音量の変更

キ　　　ー： Ｃｔｒｌ＋Ａ１ｔ＋↑／↓

機能 ：読み上げ音量のアッ プ・ ダウン 。
読　　み ：テキストを読み上げている最中にこのキーが押された場合は、キー押下以後の読み上げ速度

　　　　　に設定変更を反映させる。読み上げを行っていないときにこのキーが押された場合は、「音

　　　　　量ｎ」と発声す乱上限、下限では読み上げを繰り返す 。
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２　音声の設定

　音声は設定のダイアロ グボ ックスの中で変更できる 。

　ただし、速さと音量の設定は「音声設定」のダイアロ グボ ックスを開かなくても変更可能とする。ど

のようなタスクが実行中でも、特定のキーの組み合わせで音声設定を変更できる。（読み上げ速度の変

更を参照）

音声設定の項目 ：

○速さ（９段階、１から９まで
。）

○音量（９段階、１から９まで 。）

○高さ（９段階、１から９まで
。）

○アクセントの強さ（１０段階、Ｏから９まで 。）

○声質（男声／女声／ ロボ ット声の３種類）

○句読点での間の設定（現在の雄弁家の設定値を最大値とする。最大値から間なし（Ｏｍｓ）まで９段階、

１から９まで
。）

３　読み上げの設定

　以下の読み上げの設定は読み上げ基本プログラムから音声合成ライブラリヘ構造体の形で渡される 。

読み上げ設定の項目 ：

○数字の読み方（桁読み／棒読み）

○編集記号の読み上げ（ＯＮ／ＯＦＦ）

　タブ ・スペース ・段落記号 ・改行位置

○句読点の読み上げ（ＯＮ／ＯＦＦ）

　旬点 ・読点 ・コンマ ・ピリオド ・疑問符 ・中点 ・コロン ・セミコロン

○説明読みの選択（詳細読み／音訓読み）

　以下の区別は「カーソル移動読みモード」においてのみ行う 。

○全角と半角の区別（区別しない／男女で区別／高低で区別）

　「男女で区別」を指定すると、全角を通常読みの設定で、半角を通常読みの設定と異な った性の声で

　読む 。

　「高低で区別」を指定すると、全角を通常読みの設定で、半角を通常読みの設定よりも高い声で読む。

○カタカナとひらがなの区別（区別しない／男女の声で区別／声の高低で区別）

　「男女で区別」を指定すると、全角ひらがなを通常読みの設定で、全角カタカナを通常読みの設定と

　異な った性の声で読む 。

　「高低で区別」を指定すると、全角ひらがなを通常読みの設定で、全角カタカナを通常読みの設定よ
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　りも高い声で読む 。

○英文字の大文字と小文字の区別（区別しない／男女の声で区別／高低で区別）

　「男女で区別」を指定すると、英大文字を通常読みの設定で、英小文字を通常読みの設定と異な った

　性の声で読む 。

　「高低で区別」を指定すると、英大文字を通常読みの設定で、英小文字を通常読みの設定よりも高い

声で読む 。

４　ハードウエアの設定

　ハードウエアに関する設定を「ハードウエア設定」のダイアロ グボ ックスの中で変更できる 。

ハードウェァ設定の項目 ：

○ステレオの選択（モノラル／ステレオ）

○バランスの選択（左のみ／左右同量／右のみ）

○量子化数の選択（８ｂｉｔ／１６ｂｉｔ）デフォルトは１６ｂｉｔ

５　読み辞書への単語登録

　読み辞書には一般辞書／詳細読み辞書／音訓読み辞書の３種類がある。３種類ともシステム辞書とユー

ザ辞書をもっ。音声ドライバが辞書を探しにいく場合、まずユー ザ辞書を検索し、そこで項目が見っか

らなか った場合はシステム辞書の中から探す 。

　説明読みモードで・ユーザ辞書とシステム辞書の両方に含まれていない文字が音声ドライバに送られ

てきた場合は、「読みなし」と発声させる 。

　ローマ字の綴りを英語単語として読ませるには・スペルと読みを一般辞書に登録する。英文字の半角 、

全角、大文字、小文字の種類は無視する 。

　通常読み、説明読みともに単語登録機能、マージ機能、一覧出力機能の３つの機能が必要である 。

○一般辞書

１． 単語登録機能

　　ユーザ辞書へ１語ずっ登録す乱現在の「雄弁家」の単語登録と同じ形式。読みは半角カタカナで

　入力する。品詞はデフォルトでは一般名詞とする 。

２． マージ機能

　　テキストファイルからユー ザ辞書への一括登録。テキストファイルの書式は「単語（スペース）読

　み（改行）」が並んだものとする。アクセントは。全ての単語は一般名詞として登録する 。

　　マージのダイアロ グボ ックスではマージできなか った文字を出力するテキストファ イルも指定する 。
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３　一覧出力機能

　　ユーザ辞書の内容を指定したテキストファ イルヘテキスト出力する。出力の書式は「２ ．マージ機

能」で示した形式と同じとする。アクセント記号と品詞の種類は出力しない 。

○詳細読み辞書／音訓読み辞書

１． 単語登録機能

　　ユー ザ辞書へ１語ずっ登録する。現在の「雄弁家」の単語登録と同じ形式。読みは半角カタカナで

　人力する。品詞の設定はない 。

２． マージ機能

　　テキストファイルからユー ザ辞書への一括登録。アクセントは。テキストファ イルの書式は「文字

　（スペース）音訓読み（スペース）詳細読み（改行）」が並んだものとする 。

　　マージのダイアロ グボ ックスではマージできなか った文字を出力するテキストファ イルも指定する 。

３．一覧出力機能

　　ユーザ辞書の内容を指定したテキストファイルヘテキスト出力する。出力の書式は「２ ．マージ機

　能」で示した形式と同じとする。アクセント記号は出力しない 。

６　読み上げモードの区分

読み上げモードを以下の３っに区分する。読み上げの詳しさの順に並べると「一文字説明読み」「カー

ソル移動読み」「なめらか読み」となる。ＩＭＥで入力時の読み方はＩＭＥ読み上げプログラムの仕様に従

う。

○なめらか読み

操　　作 ：フォルダ ・メニュー・ スタートメニューの読み上げ時（上記１から２までの読み上げ。ただ

　　　　　し、エディットボ ックスの読み上げは除く）、 エディタでの流し読み時（１行読み、１段落

　　　　　読み、全文読み）の読み上げ方 。

内　　容 ：テキストを日本語の構文解析をしてから読み上げる。デフォルトでは句読点をはじめとする

　　　　　記号を読まない。ただし、読み上げ対象の設定を変更すれば、指定した記号を読ませること

　　　　　ができる 。

使用辞書 ＝一般辞書を使用する 。

○カーソル移動読み

操　作 １エ ディットクラス内で、左右の方向キーを使ってカーソル（またはカレット）を左右に移動

　　　　　したときにカーソル上の文字（またはカレットの右側の文字）を読むときの読み上げ方 。
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　　　　　内容 ：全角／半角、全角カタカナ／全角ひらがな、英大文字／小文字の区別を、音声の高／

　　　　　低、男／女の声の別で読み分ける機能をもっ。読み分けを行なわせないよう設定することも

　　　　　できる 。

使用辞書 ＝一般辞書を使用する。音声の質で全角／半角等の区別をする 。

○一文字説明読み（略して「説明読み」）

操　　作 ＝エ ディットクラスやエ ディタ ・ワープロがアクティブで、説明読みのキーが押されたとき 。

　　　　　かな漢字変換中に候補文字列を読み上げるとき 。

内　　容 ：文字を言葉だけで説明するための読ませ方。１っの文字には必ず１っの読ませ方が対応する 。

　　　　　２っ以上の文字で読ませ方が重複してはならない。漢字、ひらがな、英文字、記号など全て

　　　　　の文字に対して説明読みを用意する。従来、単漢字読みと呼んだもの。「詳細読み」と「音

　　　　　訓読み」はこれに含まれる 。

使用辞書 ：詳細読み辞書または音訓読み辞書を使用する。どちらを選択するかは読み上げ設定のダイア

　　　　　 ログボ ックス内で指定できる 。
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資料３

　　　　　　　　　　　　　　Ｗｉｎｄｏｗｓ９５画面読み上げソフトウェ ア

　　　　　　　　　　　　　　　１ＭＥ読み上げ機能要件仕様（概論）

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ社が提供しているＩＭＥの規格に準拠しているＩＭＥプログラムを対象とする 。

○　日本語の読み上げモードについて

（１）モードの選択

　　読み上げソフトウェ アで、日本語の読み上げモード、すなわち詳細読みと滑らか読みの指定ができ

　るものとする 。

１２）読み上げ方の違い

　　詳細読みでは、入力時は、かなの大文字、小文字を区別する。小文字にっいては、　 “ちいさい”の

　説明を付加する。また、変換時は、半角、全角、及びひらがな、カタカナ、英数を区別する。たとえ

　ば、「すばらしい」は “全角ひらがな”の説明の後に「すばらしい」と読み上げる 。

※以下は、詳細読みを用いている場合の説明である 。

１　日本語入カシステムのオン ・オフと設定内容の音声化

　ＩＭＥのキー割り当て　Ａ１ｔ＋半角／全角を利用する
。

（１〕オン（起動）の音声化

音声　　「日本語オン」

（２）オフ（終了）の音声化
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音声　「日本語オフ」

（３〕設定内容の音声化

　　キー割り当て　Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋：

　　音声　「全角ひらがな」「連文節」「カナ漢」（かな入力の場合）

※詳論参照

２　キー入力の音声化

　ユー ザーが実際に入力したキーエコーのみを音声化する 。

　　例　さくらが

（１）ローマ字入カ

　　キー入力したアルファベットを音声化し、自動的に変換される「かな」は読み上げない 。

さくらＧ
　ｌ

音声　　「エス」「エイ」「ケイ」「ユウ」「アール」「エイ」「ジー」

（２）かな入カ

　　キー入力したかなを読み上げる 。

さくらが１

　　音声　「さ」「く」「ら」「か」「だくてん」

※半濁点 “いの場合は「はんだくてん」と発声する 。

（３〕小文字の入力

　　鋤音、促音のための小文字の読み上げ
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“ちいさい
’’

という説明を付加した上で読み上げ乱

きょうは１

音声　「き」 “ちいさい”　「よ」「う」「は」

３　変換

本ソフトウェ アでは、連文節漢字変換を基本モードとする。変換操作に関連して、次の機能を用意す

る。

●　注目文節を明確にするため、注目文節の後に短いポーズを挿人する 。

●　変換結果の読み上げは、漢字等を１文字ずっ説明する「詳細読みモード」と通常の読み方をする

　　　「なめらか読みモード」を設ける 。

●　詳細読みモードでは、漢字の説明読みに加え、ひらがな、カタカナ、英数の全角／半角を区別す

　　　るために、“ 半角 …　 ”“ 全角 …　 ”という説明が付加される。“ 　” は、 文字種に応

　　　じて「ひらがな」「カタカナ」「英数」のいずれかを読み上げる 。

●　読み上げにあた っては、インラインに表示される候補文字列のみに注目し、変換候補ウィンドウ

　　　は無視する。本 ソフトウェ アではＡＴＯＫの次候補頭出し［Ｔａｂ］や全候補表示［Ｃｔｒ１＋スペースコ

　　　の機能への対応は行わない 。

■　確定した文字列は読み上げない 。

注）　以下の表記で、［］内はＡＴＯＫのキー割り当て、◇は短いポーズを示す 。

１１）漢字変換

＠入力

すばらしいこうえんだ った 。

音声　　「す」「は」「濁点」「ら」「し」「い」「こ」「う」「え」「ん」「だ」　“ちいさい”　ｒっ」「た」「まる」
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＠変換［スペースコ

音声　 “全角ひらがな ”

　　　た」「まる」

「すばらしい」◇「おうやけ コウ」「そのエン」 “全角ひらがな ”　「だ っ

ゆ確定

（２〕同音異義語の選択

　　例　公園→公演

０　入力（同上）

＠　変換（同上）

ゆ　注目文節の確定［↓］

　　音声　「おうやけ コウ」「そのエン」

＠同音異義語に変換

“全角ひらがな ” 「だ った」「まる」

　　音声　「おうやけ コウ」「えんげきのエン」

＠確定（同上）

“全角ひらがな ”「だ った」「まる」

（３〕文節区切り修正

　　例　私は医者に行 った。→私歯医者に行 った 。

＠入力

わたしはいしゃにい った 。
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　　音声

＠変換

わたしはいしゃにい った 。

　　音声　　「わたくしシ」　“全角ひらがな”　「は」「いしゃのイ」「ものシャ」

　　　　　「いくコウ」　“全角ひらがな”　 “小さい”　「っ」「た」「まる」

＠文節区切りの修正［←］

“全角ひらがな
’’ 「に」

わたし１はいしゃにい った 。

　　音声　「は」

＠変換

音声　　「わたくしシ」「はいしゃのハ」「いしゃのイ」「ものシャ」

　　　ウ」　“全角ひらがな”「っ た」「まる」

“全角ひらがな”　「に」「いくコ

＠確定

４　入カミスの訂正

　例　わたしはかいしょにいく。

（１）入力中の訂正１

¢入力

わたしはかいしょにいく。
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＠←キーで訂正個所に移動

わたしはかいしょ１にいく。

　　音声　「まる」「く」「い」「に」

＠ＢａｃｋＳｐａｃｅキーで削除

わたしはかいし１にいく。

　　音声　「バックスペース」「よ」

＠訂正部分の入力

わたしはかいしゃ１にいく 。

　　音声

＠変換

“ちいさい”　「や」

音声　「わたくしシ」　“全角ひらがな”　「は」「あうカイ」「かいしゃのシャ」

　　　「に」「いくコウ」　“全角ひらがな”　 “小さい
’’ 「っ」「た」「まる」

“全角ひらがな
’’

＠確定

（２〕入力中の訂正２

＠入力

わたしはかいしょにいく 。

音声　省略
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＠ＢａｃｋＳｐａｃｅキーで削除

わたしはかいしｉ

音声　「後退」「まる」「く」「い」「に」「よ」

ゆ訂正部分の人力

＠変換　（同上）

＠確定　（同上）

（３〕変換中の訂正

○変換

　　音声　省略

＠かなに戻す［ＢａｃｋＳｐａｃｅキーコ

わたしはかいしょにいく。

　　音声　「確定解除」

ゆこれ以降は「３ ．」と同じ 。

（４）変換後の訂正

＠変換 ・確定

私は会所に行く。
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＠←キーで訂正箇所に移動

私は１会所に行く。

　　音声　　「く」「こう」「に」「しょ」「かい」

ゆＤｅ１ｅｔｅキーで削除

私は１に行く。

　　音声　「削除」「かい」「しょ」

＠訂正部分の入力

私はかいしゃ１

　　音声　「か」「い」「し」

＠変換　　（同上）

＠確定　　（同上）

“ちいさい”　「や」
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資料４

　　　　　　　　　　　　　　Ｗｌｎｄｏｗｓ９５画面読み上げソフトウェ ア

　　　　　　　　　　　　　　　ｌＭＥ読み上げ機能要件仕様（詳論）

１　日本語入カシステム全般に関わる音声化

○日本語入カシステムのオン ・オフ

キ　　 ー＝ Ａ１ｔ＋半角／全角キー

読み上げ １「日本語オン」「日本語オフ」

○日本語入カ システムの設定状態

キ　　　ー： Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋＝

読み上げ ：入カ文字種（「全角ひらがな」／「全角カタカナ」／「半角カタカナ」／「全角英数」／

　　　　　「半角英数」）、 漢字変換モード（「連文節」／「複合語」／「自動」）、 漢字入カ モード（「Ｒ

　　　　　漢」／「カナ漢」）の選択内容を読み上げる 。

　　　　　なお、固定入カモードにな っている場合は、入力文字種を読み上げ、っいで「固定」とのみ

　　　　　読み上げる 。

　　　　　※試用評価によ っては、「全角ひらがな」を「ひらがな」に変更するかもしれません 。

○日本語入カシステムの切り替え

キ　　 ー＝ Ｓｈｉｆｔ＋左Ａ１ｔ、 またはＣｔｒ１＋Ｓｈｉｆｔ

読み上げ ＝日本語入カシステムの名称を読み上げる 。

例： 「ＡＴＯＫユＯ」「ＭＳ－ＩＭＥ９５」

２　ＭＳ－ＩＭＥ９５の音声化

※ＭＳ－ＩＭＥのテンプレートを使用するものとする 。

２－！　設定のキー操作

システムの設定

●単語 ・用例の登録ダイアロ グボ ックスの表示

キ　　　ー： Ｃｔｒ１＋ＦｌＯっいでＦ１
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読み上げ ：ダイアロ グポ ックスの読み上げに準拠 。

●単語 ・用例の一覧と編集ダイアロ グボ ックスの表示

キ　　　ー： Ｃｔｒ１＋Ｆ１０っいでＦ２

読み上げ ：ダイアロ グボ ックスの読み上げに準拠。

●システム辞書の設定ダイアロ グボ ックスの表示

キ　　 ー： Ｃｔｒ１＋Ｆ１０っいでＦ３

読み上げ ：ダイアロ グボ ックスの読み上げに準拠 。

○コードー覧表示

キ　　 ー： Ｃｔｒ１＋Ｆ１０っいでＦ３

読み上げ ：フォーカスのある記号 ・文字とそのシフトＪＩＳコードを読み上げる 。

●ＭＳ－ＩＭＥ９５のプロパティダイアロ グボ ックスの表示

キ　　ー： Ｃｔｒ１＋Ｆ１ＯっいでＦ５

読み上げ ：ダイアロ グボ ックスの読み上げに準拠。

○単漢字検索ウィンドウの表示

キ　　ー： Ｃｔｒ１＋Ｆ１０っいでＦ６

読み上げ ：ウィンドウ 、ダイアロ グボ ックスの読み上げに準拠 。

※リストビューの各漢字とその音訓の説明は読めるか？

入カモードの設定

○全角ひらがな変換

キ　　ー： Ｆ６

読み上げ ：“全角ひらがな”と説明を付加して変換文字列を読み上げる。このキーを複数回押して全角

　　　　　のひらがな、カタカナが混在した場合は、それぞれの先頭に “全角ひらがな ’’“全角カタカ

　　　　　ナ
’’

の説明を付加して、文字列を読み上げる 。

読みモード＝ 説明読み／カーソル読み

○全角カタカナ変換

キ　　ー： Ｆ７
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読み上げ ＝

読みモード

“全角カタカナ”と説明を付加して変換文字列を読み上げる。このキーを複数回押して全角

のひらがな、カタカナが混在した場合は、それぞれの先頭に “全角カタカナ ’’“全角ひらが

な” の説明を付加して、文字列を読み上げる 。

　説明読み／カーソル読み

○半角変換

キ　　　ー：

読み上げ ：

読みモード

Ｆ８

“半角カタカナ”と説明を付加して変換文字列を読み上げる。このキーを複数回押して全角

のひらがな、カタカナが混在した場合は、それぞれの先頭に “半角カタカナ
”　 “全角ひらが

な” の説明を付加して、文字列を読み上げる 。

：説明読み／カーソル読み

○全角英数変換

キ　　 ー１ Ｆ９

読み上げ ：英数文字が変換された場合
、　“全角大文字”　“全角先頭大文字”

　　　　　加して変換文字列を読み上げる。かな文字が変換された場合は 、

　　　　　を付加して変換文字列を読み上げる 。

読みモード： 説明読み／カーソル読み

“全角小文字”の説明を付

“全角角カタカナ”と説明

○半角英数変換

キ　　 ー：Ｆ１Ｏ

読み上げ ：英数文字が変換された場合
、　“半角大文字”　“半角先頭大文字

”

　　　　　加して変換文字列を読み上げる。かな文字が変換された場合は 、

　　　　　付加して変換文字列を読み上げる 。

読みモード： 説明読み／カーソル読み

“半角小文字”の説明を付

“半角カタカナ”と説明を

※英数変換で「大文字」は全文字か大文字、「先頭大文字」は先頭のみ大文字の場合 。

２－２　変換のキー操作

●全変換

キ　　 ー： Ｓｐａｃｅ、変換
＃ユ

読み上げ １説明読みで変換結果を読み上げる 。
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○かなトグル変換　（文字変換時以外）

キ　　 ー： 無変換 ”

読み上げ ：切り替るごとに “全角カタカナ漢字 ” “全角ひらがな漢字”と発声 。

○英数トグル変換

キ　　ー： Ｓｈｉｆｔ＋無変換
＾皇

読み上げ ：“英数”と発声 。

◎旬読点トグル

キ　　ー： Ｆ２

読み上げ ：

◎部首変換

キ　　ー：Ｆ５，Ｃｔｒ１＋Ｙ

読み上げ １フォーカスのある文字とそのコード（シフトＪＩＳ）を読み上げる 。

※句読点切り替えと部首変換は今回はペンディングとする

●前候補を表示

キ　　ー： ＢａｃｋＳｐａｃｅ、↑、 Ｃｔｒ１＋Ｈ，Ｓｈｉｆｔ＋変換
ヰ’ Ｓｈｉｆｔ＋Ｓｐａｃｅ

読み上げ ：候補文字列（注目文節）を読み上げる 。

読みモード：カーソル読み

●前候補群を表示

キー：ＰａｇｅＵｐ

読み上げ ：候補文字列（注目文節）を読み上げる
。

読みモード： 説明読み

●次候補を表示

キ　　ー： Ｓｐａｃｅ、変換
十’ ↓、 Ｃｔｒ１＋Ｘ

読み上げ ：候補文字列（注目文節）を読み上げる 。

読みモード： 説明読み
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●次候補群を表示

キー：ＰａぎｅＤｏｗｎ，Ｓｈｉｆｔ＋↓

読み上げ ：候補文字列（注目文節）を読み上げる 。

読みモード： 説明読み

●候補先頭表示

キ　　ー：Ｈｏｍｅ

読み上げ ：候補文字列（注目文節）を読み上げ孔

読みモード： 説明読み

●候補最後表示

キ　　ー：Ｅｎｄ

読み上げ １候補文字列（注目文節）を読み上げる 。

読みモード： 説明読み

２－３　編集 ・確定のキー操作

削除 ・取り消し

●１文字削除

キー：Ｄｅ１， Ｃｔｒ１＋Ｇ

読み上げ １テキスト編集時と同じ 。

読みモード：カーソル読み

●前文字削除

キ　　ー：ＢａｃｋＳｐａｃｅ，Ｃｔｒ！＋Ｈ

読み上げ ：テキストと同じ 。

読みモード＝カーソル読み

○全文字消去

キー：Ｅｓｃ，Ｓｈｉｆｔ＋Ｅｓｃ

読み上げ ：「消去」と発声。

読みモード： なめらか読み
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○全文字戻し

キー： Ｓｈｉｆｔ＋Ｅｓｃ

読み上げ ：変換を解除したかな文字列を読み上げる 。

読みモード：カーソル読み

○文節文字戻し

キ　　ー：Ｅｓｃ

読み上げ ：変換を解除したかな文字列を読み上げる 。

読みモード：カーソル読み

カーソル移動（全ての文字が未変換時）

○文字カーソルを先頭に移動

キ　　 ー： Ｈｏｍｅ，Ｃｔｒ１＋← Ｃｔｒ１＋Ａ

読み上げ ：先頭１文字を読み上げる 。

読みモード：カーソル読み

○文字カーソルを末尾に移動

キ　　　ー： Ｅｎｄ，Ｃｔｒ１＋→ Ｃｔｒ１＋Ｘ，Ｃｔｒ１＋↓、 Ｃｔｒ１＋Ｎ

読み上げ ：「末尾」と発声 。

読みモード：カーソル読み

●文字カーソルを左に移動

キ　　ー：← Ｓｈｉｆｔ＋← Ｃｔｒ１＋Ｓ，Ｃｔｒ１＋Ｋ

読み上げ ：カーソルの右側１文字を読み上げる 。

読みモード：カーソル読み

●文字カーソルを右に移動

キー：→ Ｓｈｉｆｔ＋→ Ｃｔｒ１＋Ｌ，Ｃｔｒ１＋Ｄ

読み上げ ：カーソルの右側！文字を読み上げる 。

読みモード：カーソル読み

注目文節の移動と文節区切りの変更

●文節カーソルを先頭に移動

キ　　 ー：Ｈｏｍｅ，Ｃｔｒ１＋← Ｃｔｒ１＋Ａ
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読み上げ ：先頭文節（注目文節）を読み上げる 。

読みモード＝ 説明読み／カーソル読み

○文節カーソルを末尾に移動

キー；Ｅｎ（ｉ， Ｃｔｒ１＋→ Ｃｔｒ１＋Ｆ

読み上げ ：先頭文節（注目文節）を読み上げる 。

読みモード： 説明読み／カーソル読み

●文節カーソルを左に移動

キー１← Ｃｔｒ１＋Ｓ

読み上げ ：移動先の文節（注目文即）を読み上げ乱

読みモード： 説明読み／カーソル読み

●文節カーソルを右に移動

キー：→ Ｃ七ｒ１＋Ｄ

読み上げ ：移動先の文節（注目文節）を読み上げる 。

読みモード： 説明読み／カーソル読み

●注目文節の末尾を１文字縮める

キー： Ｓｈｉｆｔ＋←

読み上げ ：短縮したかな文字列を読み上げる
。

読みモード：カーソル読み

●注目文節の末尾を１文字伸ばす

キー： Ｓｈｉｆｔ＋→

読み上げ ＝伸長したかな文字列を読み上げる 。

読みモード：カーソル読み

確定

●全確定

キ　　ー：Ｅｎｔｅｒ，Ｃｔｒ１＋Ｍ

読み上げ ：確定結果を読み上げる 。

読みモード： なめらか読み
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●１文字確定

キー：
Ｓｈｉｆｔ＋↓

読み上げ ：１音確定後の注目文節を読み上げる 。

※変換前及び変換解除後の文字カーソル表示状態。

読みモード：カーソル読み／説明読み

●先頭文節確定

キー：
Ｃｔｒ１＋↓

読み上げ ：確定後の注目文節を読み上げる 。

読みモードＺカーソル読み／説明読み

●注目文節とそれより前の文節の確定

キー：
Ｃｔｒ１＋↓

読み上げ ：確定結果を読み上げる 。

読みモード： なめらか読み

＊１ ：この機能は、１０６日本語、ＡＸ日本語、５５７６－Ｏ０２／Ｏ０３．５５７６－００１、 東芝キーボードで有効です 。

＊２ ＝この機能は、１０１英語キーボードでは無効です 。

３　ＡＴＯＫｌＯの音声化

３－１　設定のキー操作

システムの設定

○総メニュー

キー： Ｓｈｉｆｔ＋ＦｌＯ

読み上げ ：「総メニュー」と発声。方向キーで項目を移動するごとに項目名を読み上げる 。

○プ ロパティ 起動

キー：
Ｃｔｒユ十Ｆユ２

読み上げ ：ダイアロ グボ ックス及びタブの読み上げに準拠 。

○単語登録

キー＝ Ｃｔｒ１＋Ｆ７
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読み上げ ：ダイアロ グボ ックスの読み上げに準拠 。

○辞書 ファ イル変更

キー： ＣｔｒＩ＋Ｆ８

読み上げ ：ダイアロ グボ ックス及びタブの読み上げに準拠。

入カモードの設定

○入カモード変更

キ　　 ー：Ｆ１０

読み上げ ：切り替わるごとに「半角」「シフトＪＩＳ」 ＃「記号」「漢字」と読み上げる
。

　　　　　 ＊コード入力にっいては、設定コード名を読み上げる。上の例では、シフトＪＩＳ（デフォル

　　　　　ト）とな っている 。

○漢字・半角モード切替

キ　　ー： 変換キー

読み上げ １切り替わるごとに「半角」「漢字」と読み上げ乱

○半角無変換固定入カ切替

キ　　 ー＝ 無変換キー

読み上げ ：切り替えるごとに「半角英数」「漢字」と読み上げる
。

○全角 ・半角無変換固定入力切替

キ　　 ー： Ｓｈｉｆｔ＋無変換キー

読み上げ ：切り替わるごとに「全角英数」「半角英数」「漢字」と読み上げる
。

○全角・半角カタカナ／全角ひらがな固定入カ

キ　　 ー： Ｃｔｒ１＋無変換キー

読み上げ ＝切り替わるごとに「全角カタカナ」「半角カタカナ」「ひらがな」「漢字」と読み上げる

○全入力文字選択メニュー

キー： Ｃｔｒ１＋Ｆ９

読み上げ ：「文字選択メニュー」と発声。方向キーで項目を移動するごとに項目名を読み上げる 。
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○句読点モード切替

キー： Ｃｔｒｌ＋Ｆ１０

読み上げ ：「旬読点」と発声。方向キーで項目を移動するごとに項目名を読み上げる 。

○文字パレット起動

キー： Ｃｔｒ１＋Ｆ１１

読み上げ ：「文字パレット」と発声 。

※視覚障害者は文字パレットを使用することは想定しない。誤操作によ って文字パレットが現れた場合、

状況が把握できるようにダイアロ グボ ックス名を読み上げるのみ（終了はＥｓｃ またはＡ１ｔ＋Ｆ４）。

○半角 スペース入カ

キー： Ｓｈｉｆｔ＋Ｓｐａｃｅ
／Ｃｔｒ１＋Ｓｐａｃｅ

読み上げ ：なし

３－２　変換のキー操作

●変換

キ　　ー＝スペース ／変換／Ｓｈｉｆｔ＋Ｓｐａｃｅ

読み上げ ：なし

●前候補に変換

キ　　ー： ↑

読み上げ ：前候補を詳細読みで読み上げる 。

○ひらがな変換

キ　　ー：Ｆ６／Ｃｔｒ１＋Ｕ（な）

読み上げ ：“ 全角ひらがな”の説明を付加して変換結果を読み上げる。促音、勘音については “小さい
”

　　　　　の説明がさらに付加される 。

○カタカナ変換

キー：Ｆ７／Ｃｔｒ１＋Ｉ（に）

読み上げ ＝“ 全角カタカナ
’’

の説明を付加して変換結果を読み上げる。促音、鋤音にっいては “小さい
”

　　　　　の説明がさらに付加される 。
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なお、このキー操作を繰り返すと、注目文節の末尾から一文字ずっひらがなに変換する。こ

の場合には、全角カナカナ文字列と全角ひらがな文字列の前に “全角カタカナ”、“ 全角ひ

らがな”の説明を付加する 。

○半角変換

キー： Ｆ８／Ｃｔｒ１＋Ｏ（ら）

読み上げ ：“ 半角”の説明を付加して変換結果を読み上げる。半角カタカナの場合は、促音、鋤音にっ

　　　　　いては “小さい”の説明がさらに付加される 。

　　　　　なお、英数入カモードでこの操作が繰り返された場合は、大文字、先頭大文字、小文字に１順

　　　　　次変換される。これに対応して “大文字”、“ 先頭大文字”、“ 小文字
’’

の説明を付加され

　　　　　る 。

○無変換

キ　　 ー： Ｆ９／Ｃｔｒ１＋Ｐ（せ）

読み上げ ：かな入力の場合は、“ 全角カタカナ”の説明を付加して変換結果を読み上げる。英数人力の

　　　　　場合は、“ 全角小文字”、“ 全角大文字”、“ 全角先頭大文字
’’

の説明を付加して変換結果

　　　　　を読み上げる 。

○半角無変換

キー： Ｆ１０／Ｃｔｒ１＋＠

読み上げ ＝かな入力の場合は、“ 半角カタカナ”の説明を付加して変換結果を読み上げる。英数入力の

　　　　　場合は、“ 半角小文字”、“ 半角大文字
’’

“半角先頭大文字”の説明を付加して変換結果

　　　　　を読み上げる 。

○部首変換

キー： Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ６

読み上げ ：このウィンドウが開くと、コードの種類（例 ：シフトＪＩＳ）、 コード番号、反転文字の詳細読

　　　　　みを行う。以後、方向キーで反転文字が移動するごとにコード番号と文字の詳細読みを行う 。

●辞書セット１変換

キ　　 ー：Ｓｐａｃｅ／Ｓｈｉｆｔ＋Ｓｐａｃｅ／Ｃｔｒ１＋Ｓｐａｃｅ／変換

読み上げ ＝なし
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●辞書セット２～辞書セット５変換

キー： Ｆ２～Ｆ５

読み上げ ：なし

３－ ３　編集 ・確定のキー操作

削除 ・取り消し

●カーソル前の１音削除

キ　　ー：ＢａｃｋＳｐａｃｅ／Ｃｔｒ１＋Ｈ（く）

読み上げ ＝テキストと同じ 。

●カーソル上の１音削除

キー：
Ｄｅ１ｅｔｅ

読み上げ ：テキストと同じ 。

○文字全体を消去

キー：Ｅｓｃ／Ｃｔｒ１＋［

読み上げ ：「消去」と発声 。

○注目文節以降の変換を解除し入力可能にする

キ　　ー： ＢａｃｋＳｐａｃｅ／Ｃｔｒ１＋Ｈ（く）

読み上げ ：変換を解除したかな文字列を読み上げる 。

○変換を解除し入力可能にする

キー：
ＩｎＳｅｒｔ

読み上げ ＝変換を解除したかな文字列を読み上げる 。

●変換文節１文字消去

キー＝ Ｓｈｉｆｔ＋Ｃｔｒｌ＋↑

読み上げ ＝「削除」と発声して、削除する文字を読み．止げる。連続操作の場合（Ｃｔｒ１キーとＳｈｉｆｔキー

　　　　　を押したまま順次↑キーを押す）は、最初に「削除」と発声し、２文字目からは削除文字だ

　　　　　けを読み上げる 。
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○単語削除

キー１ Ｃｔｒ１＋Ｄｅ１ｅｔｅ

読み上げ ：「削除」と発声した後に削除する単語（文節）をなめらか読みで読み上げる。連続して単語

　　　　　を削除する場合は、最初にｒ削除」と発声し、順次削除単語を読み上げていく 。

○確定のアンドゥ

キー： Ｃｔｒ１＋ＢａｃｋＳｐａｃｅ

読み上げ ：「確定解除」

カーソル移動

○カーソルを文頭へ移動

キー： Ｃｔｒ１＋←

読み上げ ：「先頭」と発声して先頭文字を読み上げる 。

○カーソルを文末へ移動

キー： Ｃｔｒ１＋ 一→

読み上げ ＝「末尾」と発声 。

○カーソル左移動

キ　　ー＝←／Ｃｔｒ！＋Ｋ（の）

読み上げ ：テキストと同じ（移動してカーソル右の文字を読み上げる）。

○カーソル右移動

キー：→／Ｃｔｒｌ＋Ｌ（り）

読み上げ ：テキストと同じ（カーソル右の文字を読み上げる移動）。

注目文節の移動と文節区切りの変更

●文節区切りを１音左移動

キ　　ー＝←／Ｃｔｒ１＋Ｋ（の）

読み上げ ：（一文字減った）注目文節を読み上げる

●文節区切りを１音右移動

キー：→／Ｃｔｒ１＋Ｌ（り）

読み上げ ：（一文字増えた）注目文節を読み上げる
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●注目文節を左へ移動

キー： Ｓｈｉｆｔ＋←

読み上げ ：移動先文節（注目文節）を読み上げる 。

●注目文節を右へ移動

キー： Ｓｈｉｆｔ＋→

読み上げ ：移動先文節（注目文節）を読み上げ乱

●注目文節を先頭へ移動

キー： Ｃｔｒ１＋←

読み上げ ：先頭文節（注目文節）を読み上げる 。

●注目文節を最終へ移動

キー： Ｃｔｒ１＋→

読み上げ ：最終文節（注目文節）を読み上げる 。

確定

●入力した文字全体を確定

キ　　ー： リターン／Ｃｔｒ１＋Ｍ（も）

読み上げ ：なし

●反転部を確定

キ　　ー： ↓／Ｃｔｒ１＋Ｎ（み）

読み上げ ：移動先の次文節（注目文節）を読み上げる。続く文節がない場合は読み上げなし 。

●先頭の１音確定

キー：
Ｓｈｉｆｔ＋↓

読み上げ ：！音確定後の注目文節を読み上げる 。

●１文字確定（先頭）

キー：ＰａｇｅＤｏｗｎ

読み上げ ：確定した文字をなめらか読みで読み上げる 。

一６８一



●１文字確定（最終）

キー１ ＰａｇｅＵｐ

読み上げ ：確定した文字をなめらか読みで読み上げる 。

●変換文節１文字確定

キー： Ｓｈｉｆｔ＋Ｃｔｒ１＋↓

読み上げ ：移動先の次文節（注目文節）を読み上げる。続く文節がない場合は読み上げなし 。

言己号入力操作

※記号入力の音声化は行わない 。

▲変換・次候補リスト表示

▲前候補リスト表示

▲全候補表示

▲コード体系切替

▲次候補群表示

▲前候補群表示

▲次候補に反転カーソルを移動

▲前候補に反転カーソルを移動

▲１区後の侯補群表示

▲１区前の候補群表示

▲コード番号の先頭に移動

▲外字の先頭に移動

変換

Ｓｈｉｆｔ＋変換

Ｃｔｒ１＋Ｓｐａｃｅ

Ｓｈｉｆｔ＋Ｆ７

↓／変換

↑／Ｓｈｉｆｔ＋変換

→／Ｓｐａｃｅ

←／Ｓｈｉｆｔ＋Ｓｐａｃｅ

Ｔａｂ

Ｓｈｉｆｔ＋Ｔａｂ

Ｈｏｍｅ

Ｓｈｉｆｔ＋Ｈｏｍｅ
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資料５

Ｗｉｎｄｏｗｓ９５画面読み上げソフトウェ ア

　　エディタ読み上げ機能要件仕様

このプログラムで対象とするのは、ダイアロ グボ ックスのエ ディットクラスと、メモ帳とワードパッ

ドのアプリケーションである 。

１　 エディタ固有のキー操作に応じて行う読み上げ（特に断りがない限り読み上げはなめらか読みモー

　ドで行う 。）

１－１

操

キ

…士

肌

文字の入力

作： 文字列を挿入する

一： 挿入したい文字をキーボードから入力する 。

み： 押下キーを読み上げる。ＩＭＥ起動時はＩＭＥの読み上げ規則に従う 。

１－２

キ

…士

肌

カレットを左右に移動する

一１ 左右の方向キーのいずれかを押す 。

み１カレットの右側の１文字を読み上げる 。

！－ ３

キ

飢

カレットを上下に移動する

一１ 上下の方向キーのいずれかを押す 。

み：カレットの右側から行末までを読み上げる 。

　　エディタの読み上げ設定で「１文字だけ読む」が選ばれている場合は、カレットの右側の１

　　文字を通常読みモードで読み上げる 。

１－ ４

キ

…１生

弼

Ｄｅ１ｅｔｅキーを使 って文字列を削除する

一： Ｄｅ１ｅｔｅキーを押す

み： 「削除」と言ってから削除された文字を読み上げる。２回以上続けてＤｅ１ｅｔｅキーが押された

　　場合、２回以降は「削除」と言わずに、削除された文字だけを読み上げる 。

１－ ５

キ

読

Ｂａｃｋｓｐａｃｅキーを使 って文字列を削除する

一：Ｂａｃｋｓｐａｃｅキーを押す

み： 「後退」と言ってから削除された文字を読み上げる 。 ２回以上続けてＢａｃｋｓｐａｃｅキーが押
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された場合、２回以降は「後退」と言わずに、削除された文字だけを読み上げる 。

ユー ６

機

航

キ

左右方向キーによる範囲指定

能１シフトキーを押しながら左右方向キーで範囲を選択する場合、増減した最後の１文字を読み

　　上げ、シフトキーから手が離れた時点で、選択された範囲全体を読み上げる。途中から下記

　　の上下方向キーによる範囲選択に変わ った場合は、動作（特に読み上げ）は、その仕様（（７）

　　上下方向キーによる範囲指定）に従う 。

み： 通常読みモード

ー　：Ｓｈｉｆｔ＋ ｛一／→

１－７

機

肌

キ

上下方向キーによる範囲指定

能：シフトキーを押しながら上方向キーで範囲を選択した場合、カレットの右側の１文字を読み

　　上げる。シフトキーを押しながら下方向キーで範囲を選択する場合、カレットの左側の１文

　　字を読み上げる。いずれの場合も、シフトキーから手が離れた時点で、選択された範囲全体

　　を読み上げる。上下方向キーが押された場合の読み上げ対象は、折り返し表示の場合が行 、

　　非折り返し表示の場合が段落（論理行）となる。途中から上記の左右方向キーによる範囲選

　　択に変わ った場合は、動作（特に読み上げ）は、その仕様に従う 。

み＝ 通常読みモード

ー　：Ｓｈｉｆｔ＋↑／↓

１－ ８

機

キ

…＝』

肌

反転表示を取り消す

能： 反転表示が消し、カレット表示に戻す 。

一： Ｓｈｉｆ七キーから手を離して左か右いずれかの方向キーを押す 。

み１カレットの左側の１文字を読み上げる 。

１－ ９

キ

…＝』

肌

挿入／上書きモードの確認

一： ＩｎＳｅｒｔキーを押す 。

み１ 新しく設定されたモード（挿入／上書き）を読み上げる 。

１－１０段落単位のカレットの移動

キー： Ｃｔｒ１＋↑／↓

機能 ：現在のカレット位置の直前（あるいは直後）に存在する段落先頭にカレットを移動させる 。

読み ：カレット移動先の段落を通常読みで読む 。

７１一



２　 エディタ読み上げソフト独自の機能

○文字属性の読み上げ

キ　　ー１ 未　定

機能 ：カレットの右側の文字の文字属性（フォント ・サイズ ・スタイル）を読み上げる 。

○詳細読み

キ　　　ー＝ Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋Ｈ

読み ：カレットの右側の文字を詳細読みする 。

○現在座標の読み上げ

キー： Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋＠

機能 ：折り返し表示の場合はカレット位置の頁 ・行 ・列・及び段落番号（論理行番号）と先頭から
　　　　　のバイト数を読み上げる。非折り返し表示の場合は、段落番号（論理行番号）と先頭からの

　　　　　バイト数を読み上げる 。

読　　み ：折り返し表示の場合「ｐ頁ｒ列ｍ段落ｎバイト」、 非折り返し表示の場合「ｍ段落ｎバイト」

　　　　　「ｐ頁ｒ行ｃ列　ｍ段落ｎバイト」の空白は短いポーズを表す 。

○説明読みモードの切り替え

キ　　　ー： Ｃｔｒ１＋Ａ！ｔ＋

機　　能 ：このキーを１回押すと説明読みモードに入る 。

詳　　細 ：説明読みモードでは、方向キーなどでカレットを移動させる度にカレットの右側の文字を説

　　　　　明読みす乱説明読みモード時にこのキーを１回押すと説明読みモードから抜ける 。

○文字属性で検索

キー： Ｓｈｉｆｔ＋ＣｔｒＩ＋Ｆ

機能 ：カタカナ ・漢字 ・英文字とい った文字属性により検索を行う 。

詳細 ：既存の検索コマンドとは別に新たに「文字属性で検索」コマンドをつくる。このコマンドは
　　　　　検索メニューに置く 。

　　　　　現在の検索のダイアロ グボ ックスの検索グループの部分をリスト形式にし・リストの項目と

　　　　　してカタカナ ・漢字 ・英文字を用意する 。

　　　　　検索ボタンを実行すると、検索された文字列を反転表示させ、その文字列を読む。Ｅｓｃを押

　　　　　さない限り検索のダイアロ グボ ックスは開いたままとする 。
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○ジヤンプ機能

キー： Ｃｔｒ１＋Ｊ

状　　況 ：Ｃｔｒ１＋Ｊのキー組み合わせはメモ帳では改行となる 。

○現在位置のマーク

機能 ：現在のカレット位置を登録する 。

読み ：「カレット位置登録」
キ　　ー： Ｃｔｒ１＋Ａ１ｔ＋Ｍ

備　考 ：検索メニューに「現在位置にマーク」コマンドを追加する 。

　　　　　ジャンプ機能によりマーク先ヘジャンプすることができる 。

○文節単位のカレットの移動

キー： Ｃｔｒ１＋←／→

機能 ：現在のカレット位置の直前（あるいは直後）に存在する文節先頭にカレットを移動させる 。

読み ：カレット移動先文節を通常読みで読む 。

○句点単位のカレットの移動

キー： （Ｓｈｉｆｔ＋）Ｃｔｒ１＋

機能 １現在のカレット位置の直後（あるいは直前（Ｓｈｉｆｔ＋））に存在する旬点の直後へにカレット
　　　　を移動させる 。

読み ：カレット移動先から次の句点までを通常読みで読む 。

○読点単位のカレットの移動

キー：
（Ｓｈｉｆｔ＋）Ｃｔｒ！＋

，

機　　能 ＝現在のカレット位置の直後（あるいは直前（Ｓｈｉｆｔ＋））に存在する読点の直後へにカレット

　　　　を移動させる 。

読　　み ：カレット移動先から次の読点までを通常読みで読む 。
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